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令和５年４月伊勢原市教育委員会定例会議事録 

 

１ 開催日時 

  令和５年４月２５日（火）午後１時３０分から午後３時５分まで 

 

２ 開催場所 

  伊勢原市立図書館 第１・２会議室 

 

３ 教育長及び委員 

  教育長           山口 賢人 

  委 員（教育長職務代理者） 菅原 順子 

  委 員           渡辺 正美 

  委 員           福田 雅宏 

  委 員           濱田 光子 

   

４ 説明のために出席した職員等 

  教育部長          大山 剛 

  学校教育担当部長      櫻井 綾子 

歴史文化推進担当部長 

（兼）歴史文化担当課長   立花 実 

  参事（兼）教育総務課長   熊澤 信一 

  参事（兼）学校教育課長   守屋 康弘 

  教育指導課長        嶋本 信之 

  教育センター所長      田中 美和 

  社会教育課長        杉山 麻里 

図書館・子ども科学館長   林 かをり 

   

５ 会議書記 

  教育総務課主事       髙坂 麻里 

 

６ 傍聴人 

  １人 

 

７ 議事日程 

  日程第１ 前回議事録の承認 

  日程第２ 教育長報告 

  日程第３ 教育長職務代理者報告 

  日程第４ 議案第２１号 令和５年度伊勢原市教育委員会点検評価について 
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 【非公開】 

日程第５ 議案第２２号 伊勢原市いじめ問題専門調査会委員の委嘱について 

  日程第６ 議案第２３号 学校運営協議会委員の委嘱について 

  日程第７ 議案第２４号 伊勢原市社会教育委員の委嘱について 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

午後１時３０分   開会 

 

○教育長【山口賢人】  それでは定刻となりましたので、ただいまから令和５年度最

初の教育委員会議を開催いたします。 

 議事に入ります前に、委員の皆様方にお諮りしたいと思います。 

 本日審議いたします日程第５から日程第７までにつきましては審議内容に人事案件を

含みますので、日程第５から日程第７につきましては、伊勢原市教育委員会会議規則第

１４条第１項の規定に基づき非公開にしたいと思いますが、賛成の方は挙手をお願いい

たします。 

○教育長及び委員全員  （挙手） 

○教育長【山口賢人】  挙手全員。よって、日程第５から日程第７につきましては非

公開とさせていただきます。恐れ入りますが、傍聴の方は、日程第４が終了いたしまし

たら退席していただくようお願いいたします。 

 それでは、教育総務課長から資料の確認をお願いします。 

○参事（兼）教育総務課長【熊澤信一】  （資料確認） 

○教育長【山口賢人】  皆さん、よろしいでしょうか。 

○教育長及び委員全員  （了承） 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

日程第１ 前回議事録の承認 

 

○教育長【山口賢人】  それでは日程第１「前回議事録の承認」について、お願いし

ます。 

○教育長及び委員全員  （承認） 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

日程第２ 教育長報告 

 

○教育長【山口賢人】  日程第２「教育長報告」になります。本日は６件ありますが、

まず１件目、市議会３月定例会の概要について、よろしくお願いします。 
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○教育部長【大山剛】  それでは、資料１を御覧ください。こちらに、市議会の３月

定例会の教育委員会関連の総括質疑、それから一般質疑の答弁内容の資料をお配りさせ

ていただいております。 

 ３月議会については、総括質疑が２名の議員さん、それから、一般質問が８名の議員

さんから御質問いただきました。質問の内容といたしましては、児童生徒の運動・スポ

ーツ、あるいは文化財の関連、それから通級指導教室、あるいはコミュニティ・スクー

ル、また不登校児童への対応等々の御質問をいただいております。 

 資料につきましては事前にお配りさせていただいておりますけれども、御確認いただ

きまして、また何か質問等ございましたら、別途御質問いただければと思っております。

よろしくお願いいたします。 

○教育長【山口賢人】  では、今の報告につきまして、何か御意見や御質問などあり

ましたらお願いをいたします。 

○委員【菅原順子】  総括質疑の内容、質問答弁の概要について、中身についての質

問、意見でよろしいですか。 

○教育長【山口賢人】  はい。 

○委員【菅原順子】  では、幾つかあるのですけれども。 

○教育長【山口賢人】  お願いします。 

○委員【菅原順子】  ６点ほどありますが、一つずつでよろしいでしょうか。 

 最初に３ページのスポーツに関連することですが、この再質問のお答えとして、全く

運動しない生徒がいるということがあります。大昔、私が小学生の頃は私もそんなに運

動が好きなほうではなかったのですけれども、昼休みの終了のときに、校庭で全員でラ

ジオ体操をしてから５時間目の授業に戻るというルーティンがあったんです。そうする

ことで、全く運動がゼロという生徒はいなかったと思います。 

 このように、ラジオ体操でもすこやかリズム体操でも、毎日のルーティンの中に取り

入れるなどして、それで運動ゼロの生徒をなくすというような取組をされている実践が

あるのかどうか、教えていただきたいと思います。 

○教育長【山口賢人】  よろしいですか。 

○教育指導課長【嶋本信之】  お答えいたします。 

 こちらは、全国体力運動能力運動習慣等調査においてのアンケートの回答において、

このような回答になりました。 

 中学校において完全に二極化しており、運動６００分以上の生徒と全く運動しない生

徒に分かれました。この全く運動しない生徒というのは、体育ではもちろん運動してい

るのですけども、部活動が文化部であったり部活動に入ってなかったり。そういう中で、

体育以外に運動をしてない生徒であります。そういう生徒がいるということが、今回、

分かった状態でありますので、学校の中で、教育課程の中で体力づくりの取組を進めて

いかなくてはいけないと思っています。 

○委員【菅原順子】  ありがとうございます。 

 本格的な運動をしないまでも体を動かすことで、例えば昼休みに動かすと午後の時間

の集中が高まるということもあると思いますので、何かしらの形でそのような工夫がさ
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れたらいいかなと思います。 

○教育長【山口賢人】  続けてお願いします。 

○委員【菅原順子】  今度は５ページの文化財関連です。 

 郷土資料館といった箱物の整備は近隣市に比べて立ち後れているのに対して、ここに

書かれていますように、日本遺産の認定や文化財保存活用地域計画策定などのソフト面

での充実は県内でも先駆的であって、国からの資金補助を自助努力によって獲得されて

いるという文化財関係の方々に対して本当に心から敬意を表したいと思います。 

 質問ですけれども、７ページに「日本遺産フェスティバル」という言葉がありますが、

日本遺産認定当時は、「日本遺産サミット」という催しが行われたと思います。現在行

われている日本遺産関連の定期的なイベントがあるのかどうかということと、７ページ

の中ほどに「日本遺産の認定地域同士の連携」とありますが、何かそれについて構想が

あるようでしたら教えていただきたいと思います。 

○教育長【山口賢人】  お願いします。 

○歴史文化推進担当部長（兼）歴史文化担当課長【立花実】  １点目について、以前

は「日本遺産サミット」という形で、年に１回、日本遺産の認定地域に集まってイベン

トですとか会議などをやったんですけども、今は名前が変わりまして、それがこの名前

になっているということです。基本的には同じようなやり方をしておりまして、認定地

域の持ち回りで、全国で毎年１回集まって、その地域に根差した形のイベントなり活用

事業をやるということになっております。 

 昨年は……。 

○委員【菅原順子】  下関。 

○歴史文化推進担当部長（兼）歴史文化担当課長【立花実】  そうですね、下関であ

りまして、うちの職員と商工観光課の職員と出席をさせていただいております。 

 それから、２点目の認定地域同士の連携についてですが、これにつきましては、正直、

今までしっかりした形ではなかなかできていなかった部分があります。認定が全国で１

０４件ありますので、同じようなテーマを持っているところ、あるいは地域的にも連携

できるようなところについては、お互いにメリットがあると思っております。例えば神

奈川県では、伊勢原は江戸時代の旅をテーマにしておりますので、小田原の箱根八里、

小田原から静岡にかけての認定になっております。それと近くでは、八王子市ですけど

も、絹の道とか、あるいは後北条に絡むテーマになっております。来年はその八王子が

フェスティバルの会場にもなりますので、今力を入れているという事情もありますので、

その辺りとコラボできればと考えています。 

○委員【菅原順子】  ありがとうございます。 

 今度は９ページの給食関係ですけれども、小中学校の給食無償化実現に対する見解の

ところの１つ目の丸に、教職員の負担軽減にも資するという言葉がありますが、これは

給食費徴収の手間がなくなるという意味でしょうか。 

○教育長【山口賢人】  お願いします。 

○参事（兼）学校教育課長【守屋康弘】  小学校では、教員が食費の徴収に関わって

おります。中学校はシステムで徴収できておりますのでその手間はないんですが、そう
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いった徴収の面での負担軽減です。 

○委員【菅原順子】  分かりました。ありがとうございます。 

 給食関連で、ちょっとここからは外れてしまいますが、最近、卵とか油とか小麦粉と

か非常に値上がりしていますけれども、その影響で給食の食材とかレベルが、何か考え

なければいけなんていうことが出てきているのでしょうか。 

○参事（兼）学校教育課長【守屋康弘】  昨年度、地方創生臨時交付金で、食材費の

高騰の部分が対象となっておりましたので、９月の補正予算で予算要求しまして、不足

する部分を小中学校に交付しておりますので、保護者からその分をいただくことなく給

食は実施できております。 

○委員【菅原順子】  レベルはそのままで提供できているということですね。 

○参事（兼）学校教育課長【守屋康弘】  はい、そうです。 

○委員【菅原順子】  ありがとうございます。 

 続きましてよろしいでしょうか。 

○教育長【山口賢人】  お願いします。 

○委員【菅原順子】  今度は通級指導教室に関連して、１０ページから１３ページで

すけれども、１０ページに「ことばの教室」が２クラス、「まなびの教室」は３クラス

で、それぞれ１０名とありまして、１１ページの再質問のところに、年間の児童数は、

「ことばの教室」が３０名弱、「まなびの教室」は３０人台前半とあります。１３ペー

ジには、各教室の指導期間について、「ことばの教室」は主訴の改善まで、「まなびの

教室」は原則２年が上限とあります。 

 これらを総合すると、「ことばの教室」のほうが、子どもさんの回転が速くてより多

くのお子さんを受け入れていると解釈してよいということでしょうか。それぞれの教室

の通級期間というのは、最短あるいは最長でどれくらいなのかというのを教えていただ

ければと思います。 

○教育センター所長【田中美和】  「ことばの教室」と「まなびの教室」と比べたと

きに、回転がどちらが速いというのは、一概には言えなくて、そのお子さんの状態に応

じてということなので、「ことばの教室」のほうでも、なかなか構音の改善までに至ら

ない場合には少し長めになるということは考えられるかと思っています。「まなびの教

室」のほうも、なかなか主訴改善というところまではいかないので、２年間やってきた

ことをうまく学校の学級の中で生かすという形でやっているということもあると思いま

す。 

○委員【菅原順子】  例えば、１学期間で終了とか、あるいは小学校６年間ずっと通

うとかという場合もあるわけですか。 

○教育センター所長【田中美和】  そうですね、６年間通っているお子さんもいます

し、１学期間で終了ということはあまりないかなと思うのですが、１年程度で終了する

場合もあります。 

○委員【菅原順子】  分かりました。ありがとうございます。 

 すいません、続きまして１７ページの働き方改革ですが、上から５つ目の丸のところ

に「地域の方が分担しながら子どもたちとの関わりを持つことで、教職員の手が回らな
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い部分をフォローする活動を始めた学校もあり」とあるんですけれども、具体的にどの

ような活動、関わりなのかを教えていただければと思います。 

○教育長【山口賢人】  先日、その学校の様子を見に行ってきました。３月の初めの

ときに、地域の方が学校運営協議会の中で提案をされたことについて、具体的に動いて

きたわけですが、その当初、地域の７人の方が手を挙げていただいて、その７人の方が

分担をして、人によっては週に２日とかあるいは週に１日とか、それぞれ７人の方が分

担をしながら、１日、学校についているというような活動を始められました。 

 具体的には、この子が今こうなっているよとか、教室でちょっと落ち着かないよとか、

教室から出ていってしまったのでとか、そういう情報が先生たちが持っているタブレッ

トに入ってくるんですね。そのようなタブレットを持っている先生と連携を取りながら、

じゃあ、この何年何組の教室に行ってみようというような形で行って、そのお子さん、

あるいはクラスの中での子どもの様子を見てそこに付き添って、場合によっては別室で

ちょっとお話をしたりしてクールダウンをさせて教室に戻すとか、そういう活動を始め

た学校があります。年度が変わって、当初７人でスタートしたのが今１０人程度になっ

ているというふうに伺っています。 

 今のところ、まだ動き始めたばかりなので、これからそれがどう発展していくのか、

あるいは、そういう話を聞いたほかの学校の中でもそういう活動が広がっていくのか分

かりませんけれども、昨年度立ち上げたコミュニティ・スクールの活動の、具体的な地

域学校協働活動としての動きが、そんなところにも始まっているよと、そういうような

ことです。 

○委員【菅原順子】  はい、ありがとうございます。 

 その方たちというのは、その協議会のメンバーの方が指名というか、選択された、お

声をかけた方ということですか。 

○教育長【山口賢人】  まずは、ちょっと話は戻りますけど、協議会の中で校長先生

のほうから学校の様子をお伝えする中で、教員だけではちょっともう手が回らないんだ

と、何とか助けてもらえないかという訴えがあったところ、その協議会の委員のお一人

の方がそれを聞いて、じゃあ私がちょっと地域の方に声をかけてみるよと、それでどう

だろうというような話をされたそうです。だから実際にその地域の方の中には、協議会

のメンバーの方もいらっしゃいますけれども、ほとんどの方はそうではない一般の地域

の方です。 

○委員【菅原順子】  それがすばらしいパイロット的な、 

○教育長【山口賢人】  そうですね。 

○委員【菅原順子】  実践になるといいと思います。ありがとうございました。 

 すいません、それでは最後です。２０ページのＩＣＴを活用した学習活動、再質問の

５のところ、不登校の児童生徒さんの活動ですけれども、多分これは自宅でのＩＣＴ等

を使った自習を指しているのではないかと思いますが、それ以外に、学校と家庭をオン

ラインで結んで授業にオンラインで参加したり、担任の先生と定期的にオンラインで会

話したり、あるいは別室登校の生徒さんが教室の授業にオンラインで参加するという実

践があるのかどうかということ。また、そのようなオンラインが常態化すると、それに
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甘んじて逆に学校から遠ざかってしまうというようなデメリットもあると思いますが、

その辺りの折り合いをどのようにつけられているのかという辺りを伺いたいと思います。 

○教育指導課長【嶋本信之】  タブレット等を使用して、オンライン授業というよう

な実践であります。 

 実際、各学校また各学級で、不登校を含めいろんな活用がされているのですが、必ず

こうしているというわけではなくて、学校によって、その学級によって、先生によって

取組が違います。中には、全ての授業ではないのですけども、保護者と話し合って、授

業中に、基本的には映しているだけにはなるんですけども、授業の場面を映して、不登

校の児童が授業を受けるというような実践もございます。別室登校にしている子たちも、

その子とクラスの子と交流のために、リアルタイムの映像でつないで交流を図っている

という実践もございました。 

 本当に委員さんがおっしゃるとおり、オンライン授業、不登校に使用するオンライン

を進めていくことは本当に効果的ではあるんですけども、あまりにもそれに頼ってしま

うと、それでいいというか、それでもいいかもしれないんですけれども、学校から離れ

てしまうという心配もあるので、とにかく基本的には児童生徒は学校へ来て子どもたち

と一緒に授業をするという姿勢は通してくださいと。それでも学校に来られない場合が

あったり、何か事情があったりする場合は、オンラインという方法もありますとしてい

ます。 

○委員【菅原順子】  分かりました。ありがとうございます。 

 ＩＣＴをうまく使われているということがよく分かりました。 

 以上です。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 では、ほかにいかがでしょうか。はい、渡辺委員、お願いします。 

○委員【渡辺正美】  今、菅原さんからあったことと絡むのですが。３ページのスポ

ーツ・運動に関して、捉え方がやっぱりやや、何ていうんですか、答えそのものも、こ

れまで運動に関して総合教育会議で扱ったこともありますし、５月の第４水曜日に他の

市町村といわゆる１５分間以上運動をやっているかどうかということも度々行われてき

ているんですね。学校もそういうものに取り組んできていると。 

 そういう中で、これまでお話ししてきているのは、運動って何でしょうかというとこ

ろが問いかけられて、よくアンケートの中では、何をやっている、これをやっている、

何分やった、やらない、それで選り分けているのだけど、そうではなくて、子どもだけ

の話じゃなくて、家事をやっている方が家の中で動き回っていると。それから、職場で

重い物を持ったり動いたりなんかしていると。それから、散歩を本格的に３０分やって

いる、これが運動だと。それからもう一回戻りますと、職場で動いていることは運動に

は入らないとか、家事では入らないとか、そういうものではなくて、もう１回、運動っ

て何かの原点に戻ってみると、あまりにもアンケートそのものが、ちょっと違うんじゃ

ないかって気がするんですね。 

 ですから、それに即した答え方でいくとこういう答え方になるのでしょうけれども、

生徒たちに、日常生活の中でもっと歩きましょうよとか、もっとこうしましょうよ、そ
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ういうふうな日常生活の中でもっと体を動かすような問いかけを、まず第一に入れてお

くべきだろうと思うんです、答えの中に。それで、学校の中で縄跳び集会をやる、マラ

ソン大会をやるとか、そういうものは、この運動に対する概念として、最初の問いかけ

からきている運動に対する概念として、そういう答えになるのでしょうけれども、そう

ではなくて、学校では子どもたちの健康、安全も含めた維持のためには、もっといろん

な形で体を動かしましょうよということを第一にした答え方になっていくべきなんじゃ

ないかなと思いました。 

 というのは、今日初めてここで議論したのではなくて、これまで伊勢原の教育委員会

としては、そういうふうなことの議論がもう行われてきているんですよね。ですから、

そういうものを背景にすると、今のような話になるんじゃないのかなというふうに思い

ました。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございます。 

 今の発言はとても貴重なことじゃないかなと思っていて、実はエピソードとしては、

この前行われた東京オリンピックで、伊勢原の小中学校を卒業した選手が４人出場して

いますけれど、その人たちに話を聞いた中で、やはり子どもの頃、伊勢原のこの自然環

境の中で野山で走り回っていたと、そういうことが自分のベースにあるのかもしれない

ねというような発言がその４人の選手の方から出たんですね。やっぱり何とかのスポー

ツとかそういうものだけではなくて、今渡辺委員のほうから話がありました日常の生活

の中で、子どもでいえば遊びの中で体を動かしていくというようなこと、そういうこと

が習慣づいているというのがとても大切なことじゃないかなと、今の発言を伺って思い

ました。 

 では、ほかによろしいですか。濱田委員、お願いします。 

○委員【濱田光子】  １９ページの再質問のところにある言葉ですけれども、「社会

における「学びの場」としての学校の相対的な位置づけの低下」という言葉がちょっと

引っかかってはいたんですが。ほかのところには、学校復帰を前提としない、そういう

決まりが平成２８年に法律が公布されたとか、あとはその教育の在り方が多様性が出て

きているとかというような言葉がある中で、この「学びの場」としての学校の相対的な

位置づけの低下という言葉を、現実、そういうふうなことは感じるところではあるんで

すが、現場で当たっていらっしゃる方々は、低下も今の世の中はしようがないのかなと

いうような考え方なのか、いや、今のいろんな教育の受け方があって、いろんな生き方

があってという中で、学校ってどういう存在なのかなというところの位置づけがすごく

変化してきているのかなとちょっと疑問に思ったものですから、どういうふうにお考え

なっているのかお聞きできたらと思います。 

○教育長【山口賢人】  今の件については、いかがですか。 

 実は教職員の研修会の中で、教育長としてちょっとお話をする機会というのがあるん

ですね。昨年度のある年次研修、１０年じゃないですね、２０年の経験を持つ教職員に

対してお話をする機会があったときに、今、このコロナ禍、多様な学びがもう当たり前

になっているという中で、このままいくと学校という場所にみんなが集って学ぶ必要が

なくなるという議論も当然出てくるんじゃないかなということを投げかけたことがあっ
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て。とすると、もしかしたら建物とかそういう施設は要らないかもしれないし、あるい

は学校という組織自体も要らなくなるかもしれないですよねということを投げかけたん

です。 

 そこからいろいろ、そこに参加されている先生方から御意見を出してもらったりした

んですけれど、結局、結論としては、確かに多様な学びというのは大事だし、それぞれ

個々の個性に合った学習の保障というのも大事だけど、ただ、これから人生１００年時

代を捉えたときに、学校で一方的に一定のもの、知識とか技能を得るためだけの学校と

いうのは確かに要らなくなるだろうと。だけど、やっぱりこれから長い人生をそれぞれ

が生きていく中でいうと、常に新しいことに直面したときに、どう考えてどう対応して

いくのか、そしてどう行動するのかということが、もう絶えず起こってくる。だから、

むしろ学校というのはそういう力を今後はつけていくことを重点にしていくものになっ

ていくでしょうと。 

 だとすると、１人でどこかの孤島で生きていくというわけではないので、いろいろな

多様なそういう生き方をしている、あるいは考え方をしている人の中で、これから長い

人生、どう生きていくのかということで考えれば、まさに、小中学校を中心とした時代

のところで、多様な人たちと集まって、場合によってはトラブルもあるかもしれないけ

ど、それを解決しながら乗り越えていってその次につなげていく。そういうような場と

いうのはまさに必要であって、そういう意味で言えば、特に公教育は今後はますます重

要になってくるんじゃないかというのが、その研修会のときの皆さんとつくり上げた結

論だったんです。 

 自分はまさにそうじゃないかなというふうに思っているので、相対的な位置づけの低

下というということが感じられつつあるというのは、自分も感じるんですけど、だから

あえて皆さんにそうやって投げかけたんですけれど、まさに本当は位置づけは低下をし

ているのではなくて、むしろ、よりこれまで以上に重要な場所になってきているんじゃ

ないかなというふうに自分は考えます。 

 何か事務局でもありますか。 

○教育センター所長【田中美和】  不登校のお子さんが増えているという部分につい

てのことかなと思っており、いろいろな選択肢があるということが認知されてきた部分

もあると思っています。学校としては、やっぱり学校の大切さや、学校でしか学べない

ことが多くあるというふうに感じていますし、その中で、それぞれのお子さんのニーズ

をしっかりいろいろなところとつなぎながら、どこかに必ずつながって学ぶ場が設けら

れるようにということは大切にしていきたいと考えて、いろいろな形で相談の体制等を

つくっています。 

○教育長【山口賢人】  どうでしょう。よろしいですか。 

○委員【濱田光子】  もちろん低下していていいというふうな考えではないと思うん

ですけども、現場の先生方が、やっぱり学校で大事な場なんだよと、勉強するところだ

けじゃない、運動するところだけじゃない、それ以上の、人間関係を保ちながらお互い

を認め合う、そういう集団の中で、これからを考えていけるような人間に育っていける

環境であってほしいなと思う次第です。 
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○教育長【山口賢人】  ありがとうございます。 

 では、ほかの質問、あるいは御意見がありましたらお願いします。 

 よろしいでしょうか。 

 それでは、２つ目の報告に移りたいと思います。 

 伊勢原市教科用図書採択検討委員会の設置について、そして３つ目ですが、これも教

育指導課の案件ですので、３つ目の令和４年学校生活全般における体罰の実態把握に関

する調査結果について、２件続けて、教育指導課のほうから報告をお願いします。 

○教育指導課長【嶋本信之】  伊勢原市教科用図書採択検討委員会設置についてでご

ざいます。 

 それでは、今年度実施いたします令和６年度に使用する教科用図書の採択手続に向け

た伊勢原市教科用図書採択検討委員会の設置について、報告いたします。 

 資料ですが、おめくりいただいて、伊勢原市教科用図書採択検討委員会設置要綱を御

覧ください。設置については、この要綱に基づいて設置をしております。第３条を御覧

ください。第３条には、検討委員会の委員の構成が載っております。小・中学校長の代

表者、小・中学校に設置される教育研究会の代表者、保護者の代表者、小・中学校教員

の代表者、教育委員会事務局の職員、その他教育委員会が必要と認められる者、こちら

のほうで構成されております。 

 また第７条、こちらは「教育委員は、教科用図書採択の参考とするため、委員長の許

可を得て、検討委員会に出席することができる」と書かれております。こちらは後ほど

説明したいと思います。 

 今年度は、令和６年度から使用する小学校全ての教科の教科用図書について、新たに

採択を行うこととなっております。したがいまして、その採択に関しては、伊勢原市教

科用図書採択検討委員会を設置し、こちらにお示しした設置要綱に基づき、委員を委嘱

した上で必要な事項について調査検討を行うこととなっております。御承知おきくださ

い。 

 １ページには、教科書採択スケジュール案をお示ししました。こちらの詳細について

も、後ほど御説明したいと思っております。 

 報告は以上となります。 

 続きまして、令和４年度「学校生活全般における体罰の実態把握に関する調査」結果

について報告いたします。資料の３を御覧ください。 

 令和４年度における体罰の実態把握に関して、令和５年１月に本市小中学校の全児童

生徒及びその保護者、そして全教職員を対象に調査を行いました。例年どおり、児童生

徒及び保護者については、学校に設置した回収箱に本人が直接投函する方式で実施いた

しました。 

 回収された調査票のうち、体罰に関する記載がなされていた調査票について詳細な事

実関係を確認したところ、記載された内容については体罰に当たらないということで結

論づけをいたしました。しかしながら、体罰に当たるとは認められない事案についても、

当該教職員では適切な指導に努めるよう当該校長から指導を行っております。 

 なお、３月の市校長会では、本調査の結果について説明し、体罰の防止、児童生徒の
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指導の充実に向けた取組を引き続き要請するとともに、児童生徒や保護者が相談しやす

いような体制づくりや、校内外の相談先についても周知するように改めて依頼をいたし

ました。 

 教育委員会といたしましては、今後も市教育委員会が行う各種の会議や研修会等にお

いて、体罰防止及び適切な児童生徒指導の充実を図り、教職員の資質・能力、また指導

力の向上に努めてもらいたいと考えております。 

 以上でございます。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 では今の２件につきまして合わせて、御意見や御質問がありましたらお受けしたいと

思います。 

○委員【福田雅宏】  教科書採択の関係で、質問をお願いしたいのですが。 

 以前、私、市Ｐ連の関係で２年ほどこれに関わらせていただいた経緯があります。こ

れ最終的に、例えば小学校の国語の教科書を選ぶと仮定したときに、教科書会社が何社

かあるわけじゃないですか。その中から一つを選ぶわけじゃないですか。そのときに検

討委員会の中でどれがいいですかという意見を聞かれた記憶がないです。どういうふう

に、何社、数社ある中の１社に決定するのかという決定方法、決定というか、最終的に

はこのスケジュールでいうと、多分７月の定例会で採択が決まるのでしょうけど、そこ

に出すまでの教科書を絞るための作業というかやり方が分からないので、それを教えて

いただきたいなと。 

○教育指導課長【嶋本信之】  研究会のほうで、また詳細を御説明しようかと思った

のですが。 

 基本的には採択を決定していくのは教育委員会議の中でということになります。その

教育委員会議の中で決定するに当たり、検討する組織が検討委員会なので、検討委員会

の中でこれとは決めません。この教科書にはこういう特徴があるというような検討をし

ていきます。その検討する材料として、さらにその下に調査委員会というのがございま

して、各学校の先生たちが調査して、その資料を挙げて、その資料を基に検討委員会で

検討し、その検討した材料をまた参考にしていただいて教育委員会で決定するという形

になります。 

○委員【福田雅宏】  教育委員会のときには、どれがいいですかというのを決めるん

ですね。 

○教育指導課長【嶋本信之】  教育委員会のときには決定していきます。その教科書

を来年度以降使っていかなくてはいけないので、その場で決定して採択します。 

○委員【福田雅宏】  どの会社の教科書がいいですかというのを聞くだけでなく、最

終決定をする方法は？ 

○教育指導課長【嶋本信之】  教育委員会議の中では、それぞれの委員さんにどの教

科書がいいかというのを決めていただいて、多数決で決める。 

○委員【福田雅宏】  多数決ですね。ありがとうございます。そこが分からなかった

ので。 

○教育長【山口賢人】  よろしいですか。 
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○委員【福田雅宏】  はい、ありがとうございます。 

○教育長【山口賢人】  ほかにいかがでしょうか。よろしいですか。 

 では、次の報告に移ります。 

 ４件目です。教育センター指定課題別調査研究部会の研究成果物について、教育セン

ターからお願いします。 

○教育センター所長【田中美和】  教育センター指定課題別調査研究部会の研究成果

物について御報告いたします。 

 資料の４を御覧ください。１に記載のとおり、各研究部会では、伊勢原市の地域に根

差した教材を作成して小中学校の授業で活用することにより、伊勢原市に対する児童生

徒の理解を深めることを狙いとして、副読本を作成しております。そちらに掲載してあ

る４点です。毎年、児童に分かりやすい冊子に差し替えるなど、リニューアルを一部し

て作成しております。今年度も引き続き６つの指定の研究部会にて検討を進めてまいり

ます。 

 以上です。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 この成果物というのが、教育委員には配られたりするんですか。 

○教育センター所長【田中美和】  特に予定はしていませんが、見本として、今日、

実物を持ってきておりますので、もしよろしければ、後で御覧いただければと思います。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございます。 

 中身を見させてもらって、すごく伊勢原というものを意識した中身になっているなと

思っていて、すばらしいものだなと思っています。 

 この前、指定課題別調査研究部会、今年度の第１回目が開かれたのですけれど、そこ

でも研究委員の皆さんにお話ししたんですが、今年度から始まりました第３期教育振興

基本計画の中にも、理念として入れさせていただいていますけれども、ふるさと伊勢原

への愛着と誇りというものを育てたいということがあるんですけれど、まさにこういう

副読本を使いながら伊勢原をよく知る、そして伊勢原を学んで、ああ伊勢原ってこんな

いいところがあるんだな、いいものがあるんだなということを知って実際に活動してみ

る、学習してみる。そういうようなことの基になるものかなということを副読本を見て

みるとすごく感じますので、ぜひ後でちょっと見てください。 

 では、これについて何か御質問とか御意見がありましたらお願いします。 

 お願いします。 

○委員【福田雅宏】  多分、１番と３番は去年、菅原委員と一緒に文化会館で報告を

聞いたやつですよね。 

○委員【菅原順子】  そうですね、いただいたような気もします。 

○委員【福田雅宏】  これ、６つとさっきおっしゃっていませんでしたっけ。４つし

かないけど。 

○教育センター所長【田中美和】  成果物がこのように冊子になっている部会は４つ

になります。 

○委員【福田雅宏】  なるほど、分かりました。 
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○教育センター所長【田中美和】  成果物としては４つですけれども、研究をしてい

る部会自体は６つありまして、それが研究発表のときに毎年交代でその研究の成果を発

表しているという形になります。 

○委員【福田雅宏】  なるほど、了解、理解しました。ありがとうございます。 

○教育長【山口賢人】  よろしいですか。 

○委員【福田雅宏】  はい。 

○教育長【山口賢人】  ほかはよろしいでしょうか。 

 では、次に進みます。 

 ５件目と６件目ですが、いずれも社会教育課の関連のものです。５件目につきまして

は、第３４回伊勢原市民音楽会実施状況について。６件目は、第３７回伊勢原美術協会

展実施状況について。続けて社会教育課のほうから報告をお願いします。 

○社会教育課長【杉山麻里】  それでは、資料５を御覧ください。 

 第３４回伊勢原市民音楽会を令和５年３月５日、日曜日に実施いたしました。 

 第３１回は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止、第３２回、第３３回はオン

ライン配信の実施でございました。今年度は、４年ぶりに会場に観客の方を動員しての

実施となりました。 

 入場者は４４５人でした。会場に観客を動員した平成３０年度の入場者６００人に対

しまして、約２５％の減となっております。 

 アンケートを行った結果、９割の方から楽しかったとの回答をいただきました。久し

ぶりの生演奏に対する高評価の意見が多い結果となりました。 

 また、身近な知っている曲を演奏してほしいとの意見があったこと、より市民に身近

な音楽会となるよう、今年度以降の実施方法についても、伊勢原市の音楽家協会と意見

交換をしていきたいと思っております。 

 次に、資料６を御覧ください。第３７回伊勢原美術協会展実施の結果を御報告いたし

ます。 

 ３月６日月曜日から、１２日日曜日まで、７日間にわたりまして、中央公民館の展示

ホールにて開催いたしました。今年もオープンパーティーは行わず、開会式典のみを実

施いたしました。 

 今年度は、例年の版画と彫刻に加えまして、陶芸が展示内容に加わりました。 

 参加者数は合計１,１７７人で、多数の方に御来場いただくことができました。コロナ

以前の第３４回は１,２５０人でしたので、比較しますと約９４％まで戻りました。おお

むね目的を達成できたのではないかと思っております。 

 また、教育委員の皆様方にはお忙しいところお越しいただき、お礼申し上げます。あ

りがとうございました。 

 以上です。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 では、社会教育課関係の実施状況、いかがでしょうか。何か御質問、御意見、ありま

すでしょうか。 

○委員【菅原順子】  よろしいですか。 
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 市民音楽会についてですけれども、アンケートの感想があるように、伊勢原市を拠点

とするプロの音楽家の方たちのレベルの高い演奏を無料で聴ける機会があるということ

を本当にありがたく思っています。 

 アンケートに子どもの声がうるさかったとありますけれども、多分これは赤ちゃんが

泣いていた声かなと思って、むしろ、子どもがほとんどいないなというふうに私は思い

ました。年配の方がほとんどでした。 

 子どもさんは、最初はうるさいかもしれませんけれども、このような機会に場数を踏

むことでマナーを身につけていくということができると思いますので、ぜひ、よりお子

さんに多く来ていただきたいと思いました。 

 それで質問ですけれども、小中学生の子どもさんに対してチラシ配布などでこの音楽

会を周知したのかどうかについて、伺いたいと思います。 

○教育長【山口賢人】  いかがでしょうか。 

○教育部長【大山剛】  多分、小中学校全部には配付してないと思います。今、委員

さんがおっしゃられたように、特に中学生とかは、吹奏楽部の生徒さんとかもいらっし

ゃいますので、広く周知するように、今後もこういった形で生の演奏を聴く本当に貴重

な場と思いますので、そういった形で、周知していきたいと考えています。 

○委員【菅原順子】  お願いします。 

○教育長【山口賢人】  ほかにはいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 では、以上で報告を終了させていただきます。 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

日程第３ 教育長職務代理者報告 

 

○教育長【山口賢人】  それでは、次に日程第３「教育長職務代理者報告」になりま

す。 

 令和５年度神奈川県市町村教育委員会連合会総会について、菅原委員から報告をお願

いいたします。 

○委員【菅原順子】  ４月１３日の午後２時３０分から、令和５年度神奈川県市町村

教育委員会連合会総会が、オンラインと茅ヶ崎市役所会議室とのハイブリッド形式で行

われ、私はオンラインで参加しました。配付いただいている資料７を御覧ください。 

 冒頭、幹事の茅ヶ崎市竹内教育長が開会の挨拶の中で、この３年間、コロナ禍という

困難な中でも学びの継続が図られてきたこと、また、この４月から施行されているこど

も基本法について触れられました。 

 次いで、報告としての資料の１ページ目にありますように、来る５月２４日の令和５

年度全国市町村教育委員会連合会総会、これは東京で行われるそうですが、そこで功労

者表彰される５名の神奈川県市町村教育委員が示されました。 

 ８年以上育委員を務められた方が対象で、御覧のように、５名の中には、昨年９月ま

で伊勢原市教育委員を務められた重田恵美子さんが含まれています。 
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 続いて、２・３ページにあるとおり、令和４年度の事業報告並びに会計報告が行われ、

全員挙手で承認されました。コロナ禍により総会や理事会が書面決議となったことで、

会議費の支出がゼロとなっています。 

 続いて５・６ページにある役員については、今年は任期２年の２年目に当たるため、

現行を継続するということで承認されました。 

 最後に、令和５年度の事業計画案が示されました。コロナが収束傾向にあるというこ

とで、５月には埼玉県加須市で関東連合会総会及び研修会、１１月には茅ヶ崎市で神奈

川県連合会の研修会等が計画されていますが、いずれも挙手で承認されました。 

 例年、終了後に行われている委員からの意見交換は、オンラインということで行われ

ませんでした。 

 以上ですが、資料をくださった事務局には大変お世話になりました。ありがとうござ

いました。 

 以上です。 

○教育長【山口賢人】  御報告ありがとうございました。 

 では、ただいまの御報告について御意見、御質問などございましたらお願いいたしま

す。よろしいでしょうか。 

 では、ないようですので、別に進みたいと思います。 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

日程第４ 議案第２１号 令和５年度伊勢原市教育委員会点検評価について 

 

○教育長【山口賢人】  日程第４、議案第２１号「令和５年度伊勢原市教育委員会点

検評価について」、提案説明をお願いします。 

○教育部長【大山剛】  それでは、議案書の１ページを御覧いただきたいと思います。 

 議案第２１号、「令和５年度伊勢原市教育委員会点検評価について」は、伊勢原市教

育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則第２条第１項第８号の規定により提案

するものでございます。 

 ２ページを御覧ください。 

 まず、点検評価の趣旨でございますが、教育委員会の権限に属する事務の管理及び執

行の状況に対する点検及び評価を行いまして、その結果に関する報告書を作成し、議会

に提出するとともに、公表することが義務づけられております。 

 評価の対象でございます。 

 第２期教育振興基本計画に計上しました６３本の主な取組のうち、子ども部及びスポ

ーツ課が所管する事業を除く４８本の令和４年度の取組でございます。 

 点検評価に当たりましては、３ページのスケジュールでお示ししたとおり、６月に事

務局職員による内部評価の後、７月６日木曜日、８月８日火曜日に、教育委員による点

検評価会議を２回行いまして、そこで御意見や御助言等をいただきます。その後、外部

の学識経験者から、第三者の視点から総括的な御意見をいただきまして、最終的な報告
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書として取りまとめ、教育委員会９月定例会にて議案上程するものでございます。 

 ９月定例会において承認いただけましたら、１０月以降、部長会議、議会全員協議会

を経まして、市ホームページへの掲載や、各公共施設での報告書の配架によりまして、

広く市民へ公表する予定でございます。 

 説明は以上です。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 ただいまの提案説明について、御意見、御質問などございましたらお願いいたします。

よろしいですか。 

 では、特にないようですので、採決に入らせていただきます。 

 日程第４、議案第２１号「令和５年度伊勢原市教育委員会点検評価について」、賛成

の方は挙手をお願いいたします。 

○教育長及び委員全員  （挙手） 

○教育長【山口賢人】  挙手全員。よって、本案は原案のとおり可決決定いたしまし

た。 

 ここで、傍聴の方に申し上げます。 

 冒頭決定したとおり、日程第５から日程第７は非公開となりますので、恐れ入ります

が、傍聴の方は退出をお願いいたします。 

 なお、日程第７の審議終了後、職員が声をかけますので、必要であれば再入場をお願

いいたします。 

 

（傍聴人退席） 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

【非公開】 

日程第５ 議案第２２号 伊勢原市いじめ問題専門調査会委員の委嘱について 

 

        □原案のとおり可決 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

  【非公開】 

日程第６ 議案第２３号 学校運営協議会委員の委嘱について 

 

        □原案のとおり可決 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 
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【非公開】 

日程第７ 議案第２４号 伊勢原市社会教育委員の委嘱について 

 

        □原案のとおり可決 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

その他 

 

○教育長【山口賢人】  それでは、その他でございます。 

 では、委員の皆様からということで渡辺委員のほうからお願いいたします。 

○委員【渡辺正美】  報道で、いわゆる電子機器を使って、文章まで入力すると答え

が出てくるというようなものの活用について、国によっては一時停止するとか、そうい

う報道もされています。日本でもそういう中で、個人情報がかなり問題だというふうな

ことが報道されているのですが、実は私はその話を聞きながら、いや、学校教育の場面

ではもっと重大な問題なんじゃないかと。例えば、読書感想文コンクールはもう行えな

いんじゃないかとか、それから、何よりも学校教育の中で、教育の目標を達成するため

にどういうふうな活動をするかということはもう法で決まっているわけです。そんな中

で、特に、今、子どもたちの教育を充実させるためには、社会体験を充実させていくん

だということがはっきり、たしか学校教育法の３１条か何かに明文化されている現状が

あるわけです。 

 これは、神奈川がずっと進めてきていたふれあい教育という、子どもが体験をして、

その中から学び取っていくことによって、子どもたちの豊かな心や、思いやりや、この

ような大事な心が育つんだということがずっと進められてきていたと。それから、今言

った学校教育法では、そういうふうな体験を重視していくというふうなものが規定され

たんだというふうに思っているんです。 

 そんな中、今、各学校なり、教育委員会としては、この電子機器の扱い方というか、

その辺の考えなり、方向性なり、また文部科学省が何か言ってくるまでもう少し様子見

るとか、何かそういうふうなものはあるのでしょうかというところを聞きたいです。 

 私とすれば、何か考えを持ってないとちょっと危険かなというふうに報道を見ながら

感じた次第です。 

○教育長【山口賢人】  チャットＧＰＴの話ですね。 

○委員【渡辺正美】  そうですね。 

○教育長【山口賢人】  このことについては、まだ議論してないですよね。 

○教育指導課長【嶋本信之】  議論していません。実際のところ、このチャットＧＰ

Ｔというものが、どのようなもので、どのくらいできてというのが、まだこちらのほう

で把握できてないので、具体的にこうしていこう、こうしなければいけないというもの

はないのですが、本当に懸念材料だと捉えています。 

 先日、図書担当が読書感想文のほうで、数十秒で、あっという間にその本の感想文が
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できてしまう、また、その年齢に合ったものができてしまうというぐらいの性能である

と思いますので、チャットＧＰＴがこれから一般的になってきて、さらにまた違うもの

が出てきたりということも考えられると思いますので、こういうものの扱いを、これか

ら教育委員会にとっても、学校にとっても、議論が必要かなと思っています。 

○教育長【山口賢人】  問題提起ということでよろしいですか。 

○委員【渡辺正美】  はい。ありがとうございます。 

○教育長【山口賢人】  このことについて、ほかによろしいですか。 

○委員【福田雅宏】  どっかの大学では何か、論文を認めないという大学もあるし、

いいというところもあるんですよね、学校によっては。難しい。 

○委員【渡辺正美】  学校で子どもたちにどういうふうにして教育を進めていくかと

いう、この大前提があるわけです。つまり、子どもたちの体験を重視して、子どもたち

がいろいろな経験を積みながら身につけていくものが、子どもたちの将来の血になり肉

になっているものなんだという考え方で、今、日本の教育は成り立っているはずなんだ

けれども、それに対して、いいところだけ抜き取っていくことが起こってしまっていい

のかという問いかけなんですけれども。 

○教育指導課長【嶋本信之】  新学習指導要領になって、評価の観点が３点、知識・

技能、思考・判断・表現と、もう一つ、主体的に学習に向かう態度というものがありま

す。この主体的学習に向かう態度のところで、本当にそこで学ぶのは、これまで手を挙

げたのは何回かとかそういうことではなくて、宿題をちゃんと出しているかとかそうい

うことではなくて、学び方であったり、学ぶことのよさであったり、自分の生涯の成長

のための思いであったり、学んでよかったなと思えるようなことであったり、そういう

ことを大事にしていこう、評価をしていこうというふうになっています。 

 まさにいろんな、学習したり、体験したりして、生涯に身になるような勉強、体験が

必要なんじゃないかなと思っています。 

○教育長【山口賢人】  なかなか技術の進歩に我々が追いついていないというところ

があって、渡辺委員のほうから御指摘がありましたけれども、これまでの日本の学校教

育の根幹に関わる問題になる可能性もありますので、これは大きな問題として捉えてい

きたいと思っています。 

○歴史文化推進担当部長（兼）歴史文化担当課長【立花実】  先ほどちょっとお話が

ありましたけれども、大学では禁止するとかという話が出てきています。ですが、出来

上がったものが、自分で考えた文章なのか、ＡＩなのかというのをどこで見分けるんだ

という技術がまだ確定できてないという段階ですので、正直、設問の仕方を工夫するし

か今のところは対応する手がないんじゃないかと言われています。 

 今の段階の大学の現状は、個々の教員までどういう対応をするべきだという指示は基

本的にはまだできていません。特にこうしなさいとか、こうするべきだというところま

では、大学でもまだ手が回っていないというのが現実だと思います。 

○教育部長【大山剛】  余談なんですけれども、私、チャットＧＰＴ使っているんで

す。今日入れたワードで出てくるものと、次に日に出したものは全然違うものなんです。

つまりどんどん成長しているんです。だから、インターネットだと、今、ワードを出し
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て検索すると、ほぼほぼ、今日と明日ってそんな変わらないんですね。ところが、チャ

ットＧＰＴは本当に、次の日は全然、全然違うとは言わないんですけれども、かなり違

った表現になってくる。それは多分、日本はまだまだ進んでないって言われていますけ

れども、やっぱり日本もどんどんワードが増えてくると、その試行が増えてくると、多

分日々どんどん成長しているのは、本当に現実的に、いや、すごいんだなというのは個

人的な感想です。 

 それを、今、立花部長が言われたみたいに見分けられるかというと、もう全く、それ

を写したものというのは誰が考えたものなのかというのは全く見分けがつかない。本当

に恐ろしいというか、ＡＩが出てきたときから、そのことってすごく懸念をされていて、

まさにチャットＧＰＴというのは、ＡＩを日常生活に活用した最たるものなので、もし

かすると本当にいろんなことが劇的に変わってくるだろうと。多分それをどうやって受

け入れるかと考えるほうが、インターネットが普及してきたときがそうであるように、

今度はチャットＧＰＴを、制御することは多分無理だと思うので、どうやって受け入れ

ていくのかという世界になってくるんだろうなというのは実態として、非常に恐ろしい

感じがします。 

○委員【菅原順子】  自分の頭で考えることが楽しいって思う子を育てるということ

ですよ。小学校１年生のときから。 

○委員【渡辺正美】  そうなんですよね。でも、実際問題として、いわゆる成長した

大人がどうするかは、今、菅原委員さんが言われたように、小さい子どもを育てていく

段階でどうするかというのをどういうふうに、教員委員会なり、学校なりが考えるとい

うかというのが結構深刻な問題なのかなと。 

○委員【菅原順子】  チャットＧＰＴに限らず、例えば、日本語を入れたら英語が出

てくるアプリを使って、英語が全然できない子が完璧な英作文を出してきたり、センタ

ー試験等でも携帯で聞いたら即座に答えが返ってきたなんていう悪さをするケースもあ

るぐらいだから、ネットに問いかけると何でも出てきちゃう時代ですね。確かに設問の

仕方が問われますね。 

○教育長【山口賢人】  まとめようがございませんが、そういう大きな技術進歩があ

って、それに人間社会が遅れず、うまく使えるようにするためにどうしていくのか、ち

ょっと伊勢原市教育委員会だけの課題ではなさそうです。よく情報を仕入れながらやっ

ていきたいと思います。 

 ほかに委員の皆様からいかがですか。 

 なければ、事務局のほうから、社会教育課のほうからお願いします。 

○社会教育課長【杉山麻里】  それでは、第２次伊勢原市生涯学習推進指針につきま

して、社会教育課のほうから御報告させていただきます。 

 令和５年の３月に御承認いただきました第２次伊勢原市生涯学習推進指針につきまし

て、委員の方々から御意見をいただいたところです。社会教育委員会議の古里議長と調

整をした結果、修正をいたしましたので、お手元の指針を御確認いただけますでしょう

か。 

 資料の３ページをご覧ください。 
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 修正した内容についてですが、菅原委員のほうから、主語が不明確であったというこ

と、また、求めるということについての表現が少し強いという御意見を受けて、指針の

目的を文頭に記載しまして、市民が自己及び地域の豊かな未来を築くため、目的実現に

向けた取組を市が実施し、市民の学習による自己実現を支える学びの成果を地域づくり

に生かせるようにすることが求められているとの記載にいたしました。 

 説明は以上となります。 

○教育長【山口賢人】  御承知おきください。よろしくお願いいたします。 

 ほかに事務局からありますでしょうか。 

 では、ないようですので、最後に来月の定例会の日程をお願いします。 

○参事（兼）教育総務課長【熊澤信一】  次回の定例会につきましては、５月２３日

の火曜日でございます。午前９時半から、２階の第２委員会室におきまして開催をいた

しますので、よろしくお願いいたします。 

○教育長【山口賢人】  それでは、本日の教育委員会議はこれをもって閉会とさせて

いただきます。ありがとうございました。 

 

－－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

午後３時５分   閉会 


